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講義（野本）課題
次の授業（まで）に全員ロイロ提出

 論理回路に関する問１～３に取り組んでみましょう。

 

 ・ロイロ⇒情報の科学⇒資料箱⇒授業内共有⇒講義（野本）

 ⇒1-6論理回路.pdf⇒使う

 ・３枚のカードの空欄に記入（手書きでもテキストボックスでも）

 ・提出箱へ ⇒ 次回の授業開始時（まで）に提出

ｎ進法
高Ⅲ情報の科学（理系）

野本悠太郎

１．コンピュータと情報処理 p.18

第１章第１節４．ソフトウェア

ソフトウェア

コンピュータを制御するための
基本的な機能をもつソフトウェア。

文書の作成や表計算を行うなど
特定の目的のために設計された
ソフトウェア。

ソフトウェア

基本ソフトウェア

アプリケーションソフトウェア

１．コンピュータと情報処理 p.18

第１章第１節

基本ソフトウェア

ハードウェアを制御したり，
アプリケーションソフトウェアを
動かしたりする。

プログラム言語で書かれた
プログラムを機械語に変換する。

基本ソフトウェア

ＯＳ（オペレーティングシステム）

言語プロセッサ

４．ソフトウェア
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１．コンピュータと情報処理 p.18

第１章第１節

コンピュータの起動
コンピュータの電源を入れてＯＳが起動するまでの流れ

電源の投入

CPUの起動

BIOSの起動

OSをメインメモリに読み込み

OSの起動

４．ソフトウェア

１．コンピュータと情報処理 p.18

第１章第１節

ユーザインタフェース

• ＧＵＩ（Graphical User Interface）

• ＣＵＩ（Character User Interface）

画面上のアイコンを
指やマウスで操作する。

キーボードから命令文を      
打ち込んで操作する。

OSのユーザインタフェース

４．ソフトウェア

１．コンピュータと情報処理 p.19

第１章第１節

OSのおもな役割

 個別のソフトウェアとハードウェアとの仲介

 CPU，メモリ，ファイルなどの管理

• 各インタフェースに接続している入力装置，プリンタなどの周辺機器の制
御を管理する。

• アプリケーションソフトウェアが共通して利用できるインタフェースを提供
する。

• プログラム開始時にメインメモリを割り当て，プログラムの終了でメインメ
モリを解放する。

• 補助記憶装置の領域にファイルを書き込んだり，読み込んだりする 。

４．ソフトウェア

１．コンピュータと情報処理
第１章第１節

OSのおもな役割

 アプリケーションソフトウェアとハードウェアの間を取り持つ。

４．ソフトウェア

p.19
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１．コンピュータと情報処理 p.19

第１章第１節

アプリケーションソフトウェア

 アプリケーションソフトウェ
アは，特定の目的のため
に作業を実施する機能を
もったソフトウェア。

アプリケーション
ソフトウェア

文書処理ソフトウェア

表計算ソフトウェア

画像処理ソフトウェア

Ｗｅｂブラウザ

その他

４．ソフトウェア

１．コンピュータと情報処理 p.19

第１章第１節

アプリケーションソフトウェア

 アプリケーションソフトウェアは，ＯＳが対応していなければイ
ンストールできない。

４．ソフトウェア

MS-DOS

マイクロソフトのOS

CUI環境を採用

Windows

マイクロソフトのOS

GUI環境を採用し，現在
もっとも普及しているOS 

MacOS

アップルコンピュータのOS

Windowsより早く
GUI環境を採用

UNIX

米AT&T社のベル研究所
で開発されたワークス
テーション用のOS  

Linux

フィンランドのリーナス・トーバルズ氏
が開発したUNIX互換のOS

オープンソース  

１．コンピュータと情報処理 p.19

第１章第１節

いままでに開発されたおもなOS

４．ソフトウェア

２．情報のディジタル化 p.20

第１章第２節

コンピュータで用いられる数の表現

 コンピュータ内部のデータ表現は，
電圧の高低の２つの状態の組み合わせで行われる。

電圧の高を１に，低を０に対応させることによって，
演算処理が可能になる。

 コンピュータ内部では，２進法で表現されたディジタ
ルデータを用いて処理をする。

１．コンピュータにおける数値の表現
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２．情報のディジタル化 p.20

第１章第２節

コンピュータで用いられる数の表現

 ２進法の表現は，桁数が大きくなるため，２進法の４
ビットをひとまとめとして数を表現する16進法が用い
られる場合がある。

 16進法
０，１，２，３，４，５，６，７，８，９，Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄ，Ｅ，Ｆ
の16種類の記号で数を表現する。
16倍ごとに位取りを行う。

１．コンピュータにおける数値の表現

２．情報のディジタル化 p.20

第１章第２節

コンピュータで用いられる数の表現

１．コンピュータにおける数値の表現

２．情報のディジタル化 p.21

第１章第２節

２進法・16進法表現を用いた加算

１．コンピュータにおける数値の表現

講義（野本）課題
次の授業で提出？

 ｎ進法に関する（エグイ）プリントに取り組んでみましょう。。。

 

 現時点では、、、

 1 ⃣

 2 ⃣ （１）（２）（３）

 3 ⃣ （１）～（６）

 4 ⃣ のいけるところまで


